東日本大震災後の文学研究と福島での詩の言葉 ―故郷を「失った」詩人、齋藤和子・根本昌幸・みうらひろこに着眼して― by 加島 正浩
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のことを言ったのである」佐々木孝『原発禍を生きる』（論創社、2011 年 8 月、13、16 頁）と述べ
る。震災直後の何を信じればよいのかわからない混乱状態で避難した人々を批判することはで
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ろうが、評価することはできない。和合は『詩の礫』の続編である『詩の礫 起承
転転』（徳間書店、２０１３年３月）にて、「あなたは 福島を あきらめてはいない 




























                                                     
きないが、居住地域にとどまった人が見捨てられたように感じたのも事実であろう。 
13 2012 年 3 月 15 日 23:32:08、和合亮一『詩の礫 起承転転』、18 頁 
14 2012 年 3 月 16 日 00:02:57、和合亮一『詩の礫 起承転転』、23 頁 

































16 鈴木比佐雄「【解説】昆虫の愛と哀しみと恨みを感受する」根本昌幸『昆虫の家』、132 頁 
17 「根本昌幸略歴」『昆虫の家』、142-143 頁 
18 「大波小波 被災者の歩く道」『東京新聞』、２０１４年４月１７日夕刊７面 
19 鈴木比佐雄「海から呼ばれる人びとの悲しみと再生を」みうらひろこ『渚の午後』、１２０頁 
20 「ぐるっと東日本・母校をたずねる：福島県立福島商業高 土日もなく演劇に熱中 詩人・みうら
ひろこさん」『毎日新聞』東京版、２０２０年５月１３日、２０頁 


































                                                     
21 齋藤和子「害虫を潰して」『望郷の祈り』、34-36 頁 

































                                                     
22 菊地キヨ子「吉野せいの文学―「洟をたらした神」を中心に」『文学・語学』147 号、1995 年 8 月 





























卒園式は 8 月の郡山市 
思い出は禁句 
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あなたは たった一人では 本当に か弱い 本当に 悲しい この世界は 
荒野は あなた 一人では あまりにも 広すぎる 残酷すぎる だから 
私と 手をつなぎませんか そうして 生きて いきませんか 私もまた か
弱くて 悲しい だからいつも 手探りしています42  
 
あなた 大切なあなた 私は もっと 福島の風を知りたいと思う 福島の空
を 川を 海を 人を 命を 魂を そして もう少し先だけれど 確かに 息
づいている 春の芽吹きを そして震災から 何も 変わっていない この 





この 福島の日々を もっと 知りたいと 願うのです あなたと ここに生きて」
という詩がつぶやかれている。その詩とあわせ考えると、震災以前と変わって
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表  震災後、福島県在住者によって刊行された詩集リスト （加島正浩作成） 
著者名 詩集名 出版社 出版年 著者住所 
安部一美 夕暮れ時になると コールサック社 2015 年 11 月 郡山市 
阿部正栄 がれきに書いたらくがき 砂子屋書房 2014 年 7 月 西白河郡矢吹町 
荒尾駿介 安達太良のあおい空―3.11 の記録 山猫軒書房 2013 年 4 月 二本松市 
井戸川茂 彩雲 創英社／三省堂書店 2013 年 11 月 不明 
内池和子 漂流する秋 自費出版 2012 年 6 月 伊達郡国見町 
及川俊哉 えみしのくにがたり 土曜美術社出版販売 2018 年 2 月 福島市 
粥塚伯正 婚姻 自費出版 2019 年 8 月 いわき市 
木村孝夫 冬の薔薇 竹林館 2011 年 7 月 いわき市 
木村孝夫 ふくしまという舟にのって 竹林館 2013 年 12 月 
 
木村孝夫 桜螢―ふくしまの連呼する声 コールサック社 2015 年 9 月 
木村孝夫 夢の壺 土曜美術社出版販売 2016 年 11 月 
木村孝夫 私は考える人でありたい―140 字の言葉たち しろねこ社 2018 年 8 月 
木村孝夫 六号線―140 文字と＋＆の世界 しろねこ社 2019 年 3 月 
木村孝夫 福島の涙 らんか社 2020 年 6 月 
木戸多美子 メイリオ 思潮社 2013 年 11 月 不明 
齋藤和子 望郷の祈り 花神社 2018 年 7 月 南相馬市 
齋藤貢 汝は、塵なれば 思潮社 2013 年 10 月 いわき市 
齋藤貢 夕焼け売り 思潮社 2018 年 10 月  
斎藤久夫 零年の肖像 いりの舎 2013 年 5 月 南相馬市 
斎藤久夫 回廊 B 鳥の声社 2019 年 4 月 
 
斎藤久夫 野焼きの後に 鳥の声社 2020 年 7 月 
佐藤紫華子 原発難民 自費出版 2011 年 7 月 富岡→いわき市 
佐藤紫華子 原発難民のそれから 自費出版 2011 年 12 月 
 
佐藤紫華子 原発難民の詩 朝日新聞出版 2012 年 7 月 
松棠らら らら、ら！ 自費出版 2014 年 11 月 不明 
関久雄 
写真：山本宗補 
なじょすべ 彩流社 2019 年 3 月 二本松市 
高橋静恵 梅の切り株 コールサック社 2016 年 7 月 郡山市 
竹林征人 海獣Ｖｏｌ．５ 文思社 2018 年 12 月 いわき市 
長久保鐘多 二十一世紀のエチカ 文思社 2016 年 7 月 いわき市 
青天目起江 緑の涅槃図 コールサック社 2014 年 3 月 いわき市 
二階堂晃子 悲しみの向こうに―故郷・双葉町を奪われて コールサック社 2013 年 3 月 福島市 
二階堂晃子 音たてて幸せがくるように コールサック社 2016 年 4 月  
 二階堂晃子 見えない百の物語 土曜美術社出版販売 2018 年 7 月 
根本昌幸 荒野に立ちて―わが浪江町 コールサック社 2014 年 2 月 浪江町→相馬市 
根本昌幸 昆虫の家 コールサック社 2017 年 6 月 
 
根本昌幸 桜の季節 竹林館 2019 年 7 月 
芳賀稔幸 広野原まで―もう止まらなくなった原発 コールサック社 2012 年 11 月 いわき市 
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藤原菜穂子 行きなさい―行って水を汲みなさい 思潮社 2014 年 9 月 不明 






原子力発電所事故から 4 年目の福島を行く 




フクシマ無念―ふる里追われて 5 年 
2016.4.1 避難解除の南相馬市小高区を行く 
遊行社 2016 年 3 月 
藤島昌治 
写真：菊池和子 
長き不在―フクシマを生きる 遊行社 2016 年 3 月 
藤島昌治 色のない街―フクシマからあなたへ 遊行社 2019 年 12 月 
前田新 一粒の砂―フクシマから世界に 土曜美術社出版販売 2012 年 8 月 大沼郡会津美里町 
前田新 無告の人 コールサック社 2015 年 10 月  
みうらひろこ 渚の午後―ふくしま浜通りから コールサック社 2015 年 9 月 浪江町→相馬市 
みうらひろこ ふらここの涙―九年目のふくしま浜通り コールサック社 2020 年 3 月  
室井大和 迎え火 書肆青樹社  2013 年 7 月 白河市 
室井大和 夜明け 土曜美術社出版販売 2016 年 6 月 
 




ひとのあかし 清流出版  2012 年 1 月 南相馬市 
若松丈太郎 福島核災棄民―町がメルトダウンしてしまった コールサック社 2012 年 12 月 
 
若松丈太郎 わが大地よ、ああ 土曜美術社出版販売 2014 年 12 月 
若松丈太郎 若松丈太郎詩選集 130 篇 コールサック社 2014 年 3 月 
若松丈太郎 十歳の夏まで戦争だった コールサック社 2017 年 8 月 
若松丈太郎 夷俘の叛逆 コールサック社 2021 年 3 月 
和合亮一 詩の礫 徳間書店 2011 年 6 月 福島市 
和合亮一 詩ノ黙礼 新潮社 2011 年 6 月 
 
和合亮一 詩の邂逅 朝日新聞出版 2011 年 6 月 
和合亮一 ふたたびの春に 祥伝社 2012 年 3 月 
和合亮一 
写真：佐藤秀昭 
私とあなたここに生まれて 明石書店 2012 年 3 月 
和合亮一 詩の礫 起承転転 徳間書店 2013 年 3 月 
和合亮一 廃炉詩篇 思潮社 2013 年 6 月 
和合亮一 木にたずねよ 明石書店 2015 年 4 月 
和合亮一 昨日ヨリモ優シクナリタイ 徳間書店 2016 年 3 月 
和合亮一 和合亮一詩集 思潮社 2018 年 8 月 
和合亮一 続・和合亮一詩集 思潮社 2018 年 8 月 
和合亮一 QQQ 思潮社 2018 年 11 月 
和合亮一 
写真：佐々木隆 
十万光年の詩 佼成出版社 2020 年 3 月 
和合亮一 未来タル 詩の礫 十年記 徳間書店 2021 年 2 月 
和合亮一 Transit ナナロク社 2021 年 3 月 




Literary Studies after the Great East Japan Earthquake and the 
Words of Fukushima Poems: Saitō Kazuko, Nemoto Masayuki 




 The purpose of this paper is to emphasize the necessity of studying 
Fukushima-based poets, a topic which has not been dealt with in post 
3.11 literary studies. After the triple disaster, the field focused 
essentially on “literature” published in Tokyo, excluding the ideas of 
those authors living in the “affected areas.” In this paper, I will thus 
analyze the expressions of those living in Fukushima by focusing on 
the work of three authors, Saitō Kazuko, Nemoto Masayuki, and Miura 
Hiroko. These poets were forced out of their hometowns due to 
evacuation orders from the Japanese government. Saitō's poems show 
that losing one’s hometown is losing the spirit of the land. The poems 
by Nemoto and Miura express the feelings of those who used to live 
in a “hometown,” and which cannot be recovered through the simple 
dichotomy put forward by the anti-nuclear as well as other political 
movements. Finally, based on the analysis of the poems mentioned 
above, I described the necessity of carefully rescuing the thoughts of 
residents, and listed 29 poems by 71 poets residing in Fukushima. 
 
【キーワード】 東日本大震災、原発事故、福島の詩人、 
震災後の文学研究、和合亮一 
 
 
